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日本人口学会第 78回大会 報告要旨 

世界的に肥満率が上昇する中、肥満と社会経済的要因との関係を検証する研究が増加し

ている。この研究領域において、肥満と主観的幸福度との関連性については、依然として議

論が分かれている。欧米諸国を対象とした研究の多くは負の関係を報告しており、その背景

として、健康状態の悪化、労働市場や結婚市場における負の影響、肥満者に対する社会的差

別などが挙げられている。一方、中国のデータを用いた複数の研究では正の関連が報告され

ており、これは伝統的に大きな体格を繁栄や経済的成功の象徴とみなす文化的規範を反映

していると考えられる。しかし、中国はここ数十年で大きな社会・経済的変容を遂げてきた。

急速な経済成長、欧米文化規範への接触の増加、健康意識の高まりにより、肥満の意味合い

やその幸福度との関係が変化した可能性がある。さらに、中国国内では肥満率に大きな地域

差が存在し、一般的に北部地域の方が南部地域よりも肥満率が高い。このような地域的多様

性があるにもかかわらず、既存研究では肥満と幸福度の関係を形成する上で地域的文脈の

役割があまり考慮されていなかった。そこで、本研究では、2010 年から 2023 年までの中

国総合社会調査(CGSS)を用いて、肥満と幸福度の関連が時間的・地域的にどのように変化

してきたかを検証する。分析から得られた主な知見は 3つである。第一に、過体重および肥

満者はより高い幸福度を報告しているが、この正の関連は肥満率の低い地域では弱くなっ

ていた。第二に、標準体重者と過体重者の幸福度は時系列的に上昇しているが、そのパター

ンは地域によって異なる。肥満率の高い地域では過体重者のみが幸福度の上昇を経験して

いる一方、肥満率の低い地域では主に標準体重者の幸福度が上昇している。第三に、属性別

の分析により、人口統計学的グループ間で顕著な差異が明らかになった。標準体重の女性お

よび未婚者、ならびに過体重の男性および 46歳以上の個人において、経時的に幸福度が上

昇していた。これらの知見を総合すると、中国における肥満と主観的幸福度の関係は静的で

も一様でもないことが示唆される。むしろ、この関係は進化する社会規範と地域的文脈によ

って形成されており、「幸せな肥満(happy obesity)」という現象は、個人がどこに住んでい

るか、そしてどのような個人属性を持つのかという点に依存することを示している。 


